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管理第一課長 三輪 雅夫（内線３３１）

水防体制の充実強化について

我が国はその気象特性、地形特性、社会経済特性により一旦災害が
発生すると甚大な被害を受けやすい脆弱な国土となっています。

さらに近年は、地球温暖化の影響とも言われていますが、気象の変
動が著しく、集中豪雨や高潮による災害の危険性が高まる傾向にあり
ます。

一方で厳しい財政状況により、治水施設整備が十分には行えない状
況が続いており、従来にもまして自助、共助、公助を基本とした水防
体制の充実強化が必要かつ重要になってきています。

このようなことから、岡山河川事務所では、平成１６年度及び１７
年度の台風高潮災害を踏まえ、水防体制の充実強化にすぐ役立つ取り
組みとして、河川を横断する橋梁への危険水位等の表示や、陸閘門の
統合による閉鎖等も行ってきました。

また、平成１８年度においてもこれらの取り組みを継続するととも
に新たな取り組みも予定しています。
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水防体制の充実強化について

Ⅰ．平成１６年度、平成１７年度災害を踏まえた改善事項及び平成１８年度に引き続き

取り組む改善事項

１．洪水対策

（１）橋脚に危険水位等を標示

【実施内容】

洪水時の水位状況が確認出来るよう、６箇所の橋脚に水位標示板を設置し

ました。

【期待される効果】

現地及びＣＣＴＶ画像で現状水位がリアルタイムに確認でき、水防警報及

び洪水予報で提供される情報の把握、迅速な水防体制への強化、効率的な避

難が可能となります。

【今年度の取り組み】

吉井川・旭川・高梁川の各水系に各２箇所増設する予定です。

（２）補助距離標の設置

【実施内容】

位置確認をするため、河川に河口からの距離を示した補助距離標を設置し

ました。

【期待される効果】

水防活動や被災箇所等の位置情報が正確に確認できることにより、各作業

や情報の正確な伝達が可能となります。

【今年度の取り組み】

吉井川・旭川・高梁川の各水系に補助距離標及び路面標示を ピッチ200m
で展開していく予定です。

（３）重要水防箇所等への事前応急対策

【実施内容】

陸陸閘や堤防の低い箇所等の重要水防箇所へ、事前に土嚢等を設置し対策

しています。

【期待される効果】

梅雨や台風による異常出水に迅速に対応できるため、水防活動の軽減や甚

大な被害の軽減が図れます。

【今年度の取り組み】

事前応急対策を実施するとともに、重要水防箇所の対策を推進します。



- 2 -

（４）堤防天端舗装（雨水の浸透対策）

【実施内容】

堤防天端の舗装を実施しました。

【期待される効果】

堤防天端からの雨水浸透を防ぎ、堤防の弱体化を防止することにより破堤

等の重大被害の軽減が図れます。

【今年度の取り組み】

堤防天端舗装の整備を推進します。

２．高潮対策

（５）陸閘門の設置と閉鎖

【実施内容】

、 。高潮災害に備え解放されている陸閘門を統合化して 一部を閉鎖しました

【期待される効果】

台風期の異常潮位や波浪対策となり甚大な被害の軽減が図れます。

【今年度の取り組み】

陸閘門の整備を推進します。

３．災害対策支援

（６）災害対策車の配備状況

【実施内容】

排水ポンプ車（３台）及び照明車（１台）を配備しています。

【期待される効果】

広域的な被災箇所の、内水被害の軽減や夜間における災害対応が可能とな

り、迅速な応急対策により被害軽減が図れます。

【今年度の取り組み】

平成１８年度は照明車を配備する予定です。

４．情報提供の強化

（７）情報伝達の二系統化とホットラインの設定

【実施内容】

水防警報や洪水予報を直接自治体に提供出来る情報伝達を二系統化しまし

た。また、国土交通省と各自治体との連絡体制を強化するホットラインを再

確認しました。

【期待される効果】

情報伝達の二系統化及びホットラインにより、情報が早くかつより正確な

内容が伝達され、情報の提供遅れが防止出来るとともに自治体の初動体制や

迅速な行動により早期の対応が可能となります。

【今年度の取り組み】

引き続き取り組んでいきます。
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（８）ＣＣＴＶ画像のネット配信

【実施内容】

自治体及び放送局へＣＣＴＶ画像を配信しています。

【期待される効果】

各自治体へはインターネットで、各放送局へは直接ＣＣＴＶ画像を配信す

ることにより、リアルタイムで現地のより正確な情報の把握が可能となり、

情報の共有化とともに水防や避難体制の迅速化が図れます。

【今年度の取り組み】

配信出来るＣＣＴＶ画像の追加や配信先の自治体及び放送局への提供を拡

大します。

５．水防活動支援

（９）水防団との合同巡視

【実施内容】

水防団との合同巡視を実施しました。

【期待される効果】

現地で直接水防活動を実施する（一級河川の直轄区間に隣接する）水防団

の方と、重要水防箇所の情報を共有化することにより、迅速な水防体制の強

化や適切な水防工法の実施が可能となります。

【今年度の取り組み】

引き続き実施します。

（ ）水防技術講習会・中国地整管内水防演習10
【実施内容】

防災エキスパートの方を交え水防技術講習会を実施しました。また、中国

地整においては、水防演習を実施しました。

【期待される効果】

水防技術講習会においては、経験工学的な要素を含む水防工法を、若い世

代の人に伝承し、緊急時の対策と経験の浅い世代への防災意識の高揚が図れ

ます。中国地整管内水防演習においては、広域的な各部所との災害対策にお

。 。ける連携強化が図れます 平成 年度は吉井川の豆田地先で開催されます19
【今年度の取り組み】

引き続き実施します。
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Ⅱ．平成１８年度に新たに取り組む改善事項

１．洪水対策

（ ）量水板の改良11
【実施内容】

堤防天端まで量水板を設置します。

【期待される効果】

出水に備え既往データの収集や痕跡水位の正確な把握が可能となり、現状

の把握や将来の解析等に有益な情報となります。

（ ）樋門等の修繕12
【実施内容】

樋門巻き上げ機の電動化と樋門の継ぎ足しを実施します。

【期待される効果】

堤防強化と樋門樋門操作時における効率化やスピードアップが図れ、内水

被害の軽減が図れます。

２．高潮対策

（ ）潮位計の設置13
【実施内容】

河口付近に潮位計を設置します。

【期待される効果】

潮位のデータを入手し、岡山河川事務所のホームページ等により潮位情報

の提供を行うことにより迅速な避難や対策が可能となります。

３．情報提供の強化

（ ）防災情報の充実14
【実施内容】

。岡山河川事務所ホームページの防災情報コーナーの本格運用を開始します

【期待される効果】

防災に必要な各種の情報が容易に入手出来るため、自助による防災意識と

ともに迅速な避難行動が可能となります。
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•水防技術講習会，中国地整管内水防演習

岡山河川事務所岡山河川事務所

（（11）） 橋脚に危険水位等を標示（現在６橋）橋脚に危険水位等を標示（現在６橋）

堤防の設計・整備などの基準となる水位

洪水警報

洪水によって、重大な災害の恐れがあ
ることを警告します。

指定河川の水位が危険水位を超えると
予想される場合に発表。

洪水注意報

洪水によって、災害の恐れがあることを
注意します。

指定河川の水位が警戒水位を超えると
予想される場合に発表。

計画高水位

危険水位危険水位
「洪水予報対象河川」の主要な水位観測所に「洪水予報対象河川」の主要な水位観測所に
設定される「氾濫の恐れが生じる水位」で、洪設定される「氾濫の恐れが生じる水位」で、洪
水警報の発表で使われます。水警報の発表で使われます。

警戒水位 水防法の「水防警報対象河川」の主要な水位観測所に
設定され、同法で定める各水防管理団体が、水害の発
生に備えて出動、または出動の準備に入る水位。

岡山河川事務所では、橋脚に各水位を表示し、地域の方々に洪水の状況の目安を
分かりやすく確認していただけるよう取り組みました。
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補助ポール 路面標示

全区間（1,000mピッチで設置済）
Ａ区間（200mピッチで設置済）

Ａ区間

Ａ区間

Ａ区間

Ｂ区間（200mピッチで設置済）

Ｂ区間

Ｂ区間

H18年度は順次200mピッチに実施する予定

Ｂ区間

補助標識の整備状況 （３）（３） 重要水防箇所等への事前応急対策重要水防箇所等への事前応急対策
旭川（三蟠）の開口部

対策前

対策後

事前応急

高梁川（乙島）における事前対応

高梁川（乙島）における事前対応

（４）（４） 堤防天端舗装堤防天端舗装（雨水の浸透対策）（雨水の浸透対策）

百間川の堤防天端 高梁川の堤防天端

堤防の弱体化を防止するため堤防天端を舗装し、堤体の補強をします。

施工前施工前

高潮対策として開口部に陸閘門
を設置

高 潮 区 間

（５）（５） 陸閘門の設置と閉鎖陸閘門の設置と閉鎖

ゲート設置済箇所

Co閉塞箇所

ゲート設置箇所

旭川下流部では２８箇所あった陸閘門の内、７箇所を
ゲート化、１９箇所をコンクリートで閉鎖しており、残る
２箇所についても今年度ゲート化する予定です。

コンクリートによる閉鎖



高梁川 旭川・百間川 吉井川

排水ポンプ車 30m3/min １台
排水ポンプ車 30m3/min １台
照明車 2kw×6灯 1台

排水ポンプ車 60m3/min １台
※ポンプ設置時要クレーン車

軽部基地 米田基地 徳富基地

平成18年3月末現在

平成16年8月31日台風16号玉島勇
崎地先にて 排水作業中

平成18年4月28日
排水ポンプ車設置訓練状況

平成13年3月12日美袋崖崩
照明車設置状況

排水ポンプ車 60m3/min回送時姿
燃料満ﾀﾝで12時間排水運転が可能

（６）（６） 災害対策車の配備状況災害対策車の配備状況
災害対策機械の強化

• 平成18年度 照明車が高梁川（軽部基地）に増強されます。

• 照明車は夜間作業時の補助として排水ポンプ車とセットで配備
します。

• 自治体からの要請に基づき出動し緊急対応します。

参考）納車予定機械と同型の照明車

仕様：2kw×6灯 20m級 ブーム式

国土交通省の排水ポンプ車により浸水被害の早期解消【岡山県倉敷市】

倉敷市

高梁川

平成16年8月30日、9月7日に相次いで接近した台風16号、18号により倉敷市玉島地区等において高潮による浸水被害が
発生した。浸水被害のあった倉敷市勇崎では内水排除ポンプと消防車により排水を行っていたが、高潮越波による流入
がポンプ能力を上回り地区の浸水が進行した。このため国土交通省では、岡山県及び倉敷市からの要請により排水ポン
プ車を派遣し、関係機関と協力して排水作業を行い浸水被害の早期解消に貢献した。

排水ポンプ車支援箇所

台風16号による浸水範囲
台風18号による浸水範囲

ポンプ車活動状況
H16.8.31 台風16号
岡山河川事務所・福山河川国道
事務所より４台のポンプ車が出動
旭川水系排水ポンプ車(0.5m3/s)
高梁川水系排水ポンプ車(0.5m3/s)
芦田川水系排水ポンプ車

（0.5m3/s： 2台）
延べ23時間20分の稼働により、
約42,000m3を排水

H16.9.7 台風18号
岡山河川事務所事務所より１台のポ
ンプ車が出動
高梁川水系排水ポンプ車(0.5m3/s)
延べ2時間20分の稼働により、
約4,200m3を排水

自
治
体
よ
り
協
力
要
請

平成16年8月30日台風16号

平成16年9月7日台風18号

浸水発生！

ポンプ車稼働地区被害状況
8月31日
浸水面積：8.9ha
浸水戸数：130戸（床上）

9月7日
浸水面積：3.5ha
浸水戸数：60戸（床下）

浸水の早期解消

排水ポンプ車出動

台風16号時の支援地区
台風18号時の支援地区

国土交通省の照明車により被災箇所の応急復旧に支援【岡山市沖元地先】

台風１６号において岡山河川事務所では、岡山県の要請を請けて、岡山市沖元地先の海岸堤防堤内側法面崩壊箇所
へ照明車を派遣し、岡山県の夜間応急復旧作業の支援を行い、被害の早期解消及び防止に努めました。

平成16年8月30日

台風16号

台風16号
高潮被害位置図
（平成16年8月30日）

岡山県海岸堤防

（岡山市沖元地先）

百
間
川
↓

児島湾

←被災箇所

緊急復旧完成状況

堤堤
内内
側側

堤堤
外外
側側

照明車出動

岡山県の夜間復
旧作業に支援！

岡山県管理岡山県管理 海岸堤防被災状況海岸堤防被災状況

応急復旧完了状況



従来の情報のながれ

気象庁（洪水予報のみ）

国土交通省

都道府県 水防管理者（自治体）

水防関係機関（水防団等）

地域住民

気象庁（洪水予報のみ）

国土交通省

都道府県 水防管理者（自治体）

水防関係機関（水防団等）

地域住民

二系統の情報のながれ

二系統目のルート

○情報伝達の二系統化○情報伝達の二系統化

二系統で情報伝達を行うことにより、自治体がより迅速に対応可能となる二系統で情報伝達を行うことにより、自治体がより迅速に対応可能となる

（７）（７） 情報伝達の二系統化とホットラインの設定情報伝達の二系統化とホットラインの設定
○市町村長との緊急時ホットライン○市町村長との緊急時ホットライン

二系統目の伝達経路を使用し、河川の水位状況・氾濫により予測される被害状況等
について情報伝達を行う。

実施例：
平成18年度情報伝達演習（中国地方整備局）における岡山河川事務所長と総社市長との問答

総社市長「これから市内沿川ではどのような事態が予想されますか。」

事務所長「高梁川日羽地点では、２時間後計画高水位に達する恐れがあり、また８時
から９時の１時間に29ミリの激しい降雨が観測され、厳重な警戒が必要で
ある。また、重要水防箇所である総社市清音地先・16k0左岸付近では現地
からの速報によると漏水が発生し、破堤の恐れがあります。その場合笹ヶ
瀬川左岸まで氾濫域が及び、その間の低平地はほぼ全域が浸水すると予
想されます。また、先日から提供を開始した18K2L地点の総社のCCTV画
像で、総社大橋の水位表示板が確認できますので、避難勧告等の判断に
ご利用ください。」

事務所長「高梁川洪水予報（警報）を発表しました。厳重な警戒をお願いします。」

総社市長「了解しました。」

自治体への情報提供
（インターネット経由でカメラ26台分）
報道機関への情報提供
・ＮＨＫ ・ＯＨＫ ・ＫＣＴ

現場の情報がリアルタイムで確認できる！現場の情報がリアルタイムで確認できる！

（８） ＣＣＴＶ画像のインターネット配信

（高梁川出張所）

総社市総社市消防消防団団

（９）（９） 消防団との消防団との

合同巡視合同巡視



分団数 吉井川 ２２分団
旭 川 ２３分団
高梁川 ２０分団
合計 ６５分団

分団数分団数 吉井川吉井川 ２２分団２２分団
旭旭 川川 ２３分団２３分団
高梁川高梁川 ２０分団２０分団
合計合計 ６５分団６５分団

（高梁川出張所）

総社市総社市消防消防団団との合同巡視状況との合同巡視状況 （１０）（１０） 水防技術講習会・中国地整管内水防演習水防技術講習会・中国地整管内水防演習

竹流し竹流し 積土の積土のうう

平成17年12月15日に百間川米田地先河川敷にて、岡山河川事務所内職員を対象に水
防工法訓練を実施。防災エキスパートを講師に迎え、竹流し工・積土のう工を実施した。

平成17年12月15日に百間川米田地先河川敷にて、岡山河川事務所内職員を対象に水
防工法訓練を実施。防災エキスパートを講師に迎え、竹流し工・積土のう工を実施した。

平成平成1818年年66月月1111日に吉井川豆田地先で同様に日に吉井川豆田地先で同様に

瀬戸内市、関係水防団と共同で実施予定瀬戸内市、関係水防団と共同で実施予定

５班５班 （５０人、内エキスパート１０人）で実施（５０人、内エキスパート１０人）で実施

H19.5H19.5：： 中国地整管内中国地整管内水防演習水防演習（吉井川豆田地先にて）（吉井川豆田地先にて）

水防技術の向上と水防体制の強化を目的に、中国地方整備局の管内の直轄河川で水防演
習を実施している。本演習を実施することで、国民の水防に対する理解と協力を得ると
ともに、水防の重要性、水防意識の普及を図っている。

水防技術の向上と水防体制の強化を目的に、中国地方整備局の管内の直轄河川で水防演
習を実施している。本演習を実施することで、国民の水防に対する理解と協力を得ると
ともに、水防の重要性、水防意識の普及を図っている。

第１９回：岡山県 高梁川
第２０回：鳥取県 天神川
第２１回：島根県 江の川（下流）
第２２回：山口県 佐波川
第２３回：広島県 太田川
第２４回：岡山県 吉井川

第１９回：岡山県 高梁川
第２０回：鳥取県 天神川
第２１回：島根県 江の川（下流）
第２２回：山口県 佐波川
第２３回：広島県 太田川
第２４回：岡山県第２４回：岡山県 吉井川吉井川

吉井川水防演習実施箇所吉井川水防演習実施箇所

第１９回第１９回 実施内容（高梁川水防演習）実施内容（高梁川水防演習）

（１１）（１１） 量水板の改良量水板の改良

堤防天端までの観測を可能にする堤防天端までの観測を可能にする



（１２） 樋門等の修繕

手動

状況写真

施工概要

吉井川瓜生川樋門補修・電動化整備

瓜生川樋門は、堤防断面が
確保されていないことから、
補修を行います。これによっ
て堤防が強化され、併せて、
樋門ゲートの電動化整備を
行います。 旭

川
旭
川

設置予定箇所

旭川潮位計設置

各河川毎の年最高潮位の経年変化

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

'54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98 '00 02 04

（ T.P.＋ｍ）

旭川(沖元)

平成16年台風16号で既往
最高水位TP.2.65m（沖元水
位観測所）を記録しました。

旭川

岡山県

百間川沖元観測所で既往最高潮位を観測

児島湾大橋の橋脚に、
水晶式潮位計と超音波
式潮位計を設置します

児島湾大橋の橋脚に、
水晶式潮位計と超音波
式潮位計を設置します

超音波式水位計設置例 水晶式水位計設置例

（１３）（１３） 潮位計の設置潮位計の設置

設置予定箇所

高
梁
川

高
梁
川

高梁川の年最高潮位の経年変化

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

'5456 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98'0002 04

（T.P.＋ｍ）

台風16号潮位（水島
港）

T.P. +3.22

平成16年の台風16号で既往最高潮位
TP+3.22m（水島港）を記録しました。

乙島地先被災状況（16
号）

台風１８号波浪状況
（H16.9.7)

高梁川潮位計設置

高梁川河口部の外貿埠頭
に、水晶式潮位計と超音
波式潮位計を設置します。

高梁川河口部の外貿埠頭
に、水晶式潮位計と超音
波式潮位計を設置します。

超音波式水位計設置例 水晶式水位計設置例

中国地方整備局のトップページより
潮位情報へのリンク

（１４） 防災情報の充実



事務所ＨＰに防災情報サイト開設


